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１ 園の経営目標 
・心身ともに健康で豊かな心情をもち、主体的に遊びや生活に取り組む子どもの育成をめざし、夢

や希望を信じて生き抜く力の基礎を培う。 

・保護者との信頼関係を大切にし、共に育て合い、子育ての喜びを感じられるようにする。 

・地域との関わりを大切にし、地域の子育て支援の拠点園としての役割を担う。 

 

２ 園の現状 

・子どもたちは保育室や園庭で自分のしたい遊びにじっくりと取り組んだり、友達と一緒にのびの

びと体を動かしたりして遊んでいる。園庭には遊びの拠点となる魅力的で豊かな自然があり「見

て、聴いて、触れて、試して」遊んでいる。保育者は子どもが主体的に遊ぶ姿を大切に、心が動

く環境作りに努めている。子ども同士の豊かな関係の中で体験を重ね、互いに認め合うように、

保育者は子どもの思いや声をしっかりと受け止める姿勢をもち、心と体の健康や成長を支えてい

る。 

・保護者とは子どもを中心につながり、共に育ち合うことを目指して運営している。保育内容や遊

びの様子の伝え方を工夫すると共に、保護者と顔を合わせて対話する機会を大切にしている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 主体的に環境にかかわり、夢中になって遊ぶ子どもを育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・体を動かす楽しさや心地よさを感
じて遊べる環境を整える。 

・子どもの興味や関心、発達を捉えて定期的(年６回程度)に
遊びの環境を見直す。園庭や保育室、廊下などを活用し、
思わず体を動かして遊びたくなる環境設定をする。 

・自然環境を生かし、季節を感じた
り、生き物に触れたりする。 

・砂や泥、水、草花など身近な自然物を遊びに取り入れるほ
か、野菜を育てて収穫し食育活動を行う。 

・生き物コーナーで図鑑を見たり、一緒に観察をしたりしな
がら、命を大切にしようとする気持ちを育てていく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 人と人との触れあいを大切に、互いに認め合う心を育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・生活や遊びの中で友達や異年齢の
子どもと触れ合えるようにする。 

・異年齢の友達、様々な職種の職員と日常的に交流する姿を
大切にして、憧れや思いやりの気持ちが育つようにする。 

・一人一人を大切に、自己肯定感を
育む保育を実践する。 

・保育者は子どもとの対話を通して一人一人の思いや言葉を
受け止め、自分も友達も大切にする気持ちを育てていく。 

・職員間で互いの保育を見合って振り返ると共に、日頃から
子どもの姿を語り合うことで職員の人権意識を高める。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

保護者と子どもの育ちを共有し、健やかな成長を支える 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・園生活や行事の様子、子どもの姿
を保護者に積極的に発信する。 

・クラス便り、写真掲示、コドモンの活用や、保育参観を通
して、保育の実際や取り組みをタイムリーに伝える。 

・保護者との対話を大切に、子育て
の喜びが感じられるようにする。 

・年間通じて個人面談、トークタイム（月２回）を実施し、
子どもの育ちについて語り合う時間を増やす。 


